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ただいた，大久保千名美さんに感謝いたします．
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昭和53年度の学会財政の見通しについて

会計委員会

　昭和53年度，当学会の運営方針は，学会活動を通じ，

国際交流を計るとともに，国内的には支部活動を容易に

し，かつ，活動の成果を会員に幅広く伝えることに努め

る方針が打ち出されている．

　以上記した方針を実施するに当たり，下記のような企

画が考えられている．

　（1）気象集誌，天気の内容の充実

　　　天気については，“研究へのアドパイス”“英文論

　　文についでの注意”“入門講座”等の新しい企画が

　　ある．・

　（2）教育および普及の分野に力を入れる．

　（3）秋季大会の運営費の増額．

　（4）支部活動を容易にするための交付金の増額．

　以上記したような活動を，幅広く行なうためには，事

務上の諸経費の節約を行なってもなおかつ多くの支出を

伴なうので，常任理事会で討議を重ねた結果，A・B会

費とも500円程度の値上げをせざるを得ないという結論

に達した．

　また，現在，当学会の基本金は65万円と僅少なので，

基礎を強固にする目的もあり，昭和52年度までの繰越金
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の中から，500万円を基本金に繰り入れたい（この案は

5月の総会で説明予定）．

　会計委員会では，以上の諸点をふまえ予算原案作成を

行なった．この予算案は，本年2月27日開催された常任

理事会で審議・了承された．以下，予算案の主な科目に

ついての説明を行なう．

　支出の部

　1．　集誌，天気の印刷，編集，発送費（2，157万円）

　周知のように，当学会では2種類の機関誌を刊行して

いるが，内訳は，集誌736万円，天気1，421万円で，お

のおの本年度実績の約1割増しとなっている．この額

は，会費収入にほぽ見合う支出となり，会費のみでは当

学会を運営できないことを示している．

　2．学会運営費（1，160万円）

　a．会議費（143万円）

　各部委員会費，大会費等を含む科目であり，予算案で

は，地方大会費を40万円増額し80万円とし，講演企画委

員会費を4万円，選挙管理費を4万円増額したほかはす

べて据え置いた．

、天気”25．3．



　b．学会賞，藤原賞（20万円）

　従来の7万円を3万円増額し，ともに10万由とした．

　c．奨励金，支部交付金（137万円）

　奨励金は据え置いたが，支部交付金は，現在の会員1

名当たり1350円を500円に増額した．

　d．事務費（746万円）

　事務の合理化については，会計・庶務委員会で検討中

であるが，予算案では，人件費を7％増し，物品・印刷

費は据え置いた．

　e．旅費（25万円）

　53年度め秋季大会への，関係役員，事務職員の出席の

ための交通費（17万円），各賞委員会の委員出席旅費（5

万円）その他3万円を計上した．

　収入の部

　1．文部省助成金（178万円）

　気象集誌の発行に対し文部省より補助されるもので，

本年度より28万円増額されている．

　2．事業収入（470万円）

　書店を通ずる雑誌図書の領布，研究ノート販売収益金

（300万円），および預金々利170万円を計上した．

　3．賛助会費（222万円）

　現在34団体が加入しており，賛助会費は，本年度に比

較し6万円増となっている．

　4．　投稿料（120万円）

　現行の集誌投稿料で，1～12頁で頁当たり3，000円，13

頁以上9，000円に相当し，この額は，51年度に決定をみ

たもので53年度は据え置いた．

　5．　会費収入（2，225万円）

　現在の会費は，A会員（天気）B会員（集誌・天気）

おのおの3，500円，7，000円であるが，後記理由により，

両会費とも500円の値上げが必要となる．A・B会費の

値上げに関連し，学生および外国会員の会費も値上げし

たい．その場合，各会員の会費は次のようになる．

　A：4，000（3，500），B：7，500（7，000）

　学生A：2，500（2，200），学生B：4，700（4，400）

　外国A：5，000（4，300），外国B：9，200（8，600）

　なお，会費改訂による会費収入2，225万円は，5月の

大会においての議決をまって，昭和54年1月から実施す

る予定であることをおことわりする．

　会費の値上げについて

　予算案では，収入の部第5項で，会費の値上げを前提

とした会費収入額を計上したが，ここで改めて，値上げ

を行なった数字のうえでの根拠を示しておきたい．
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．学会の運営は，原則として，A・B会費，文部省助

成金，および投稿料により賄われるべきであり，不足額

は，賛助会費，事業収益金，雑収入などにより補なわれ

るべきものと考える．そこで，集誌と天気に分け刊行に

要する費用を計算すると，・一

　集誌については：1

　　（印刷・発送費一文部省助成金一投稿料）／会員数

　天気については：

　　（印刷・発送費一広告料）／会員数

になり，l　l各々につ』いて計算すると，集誌2，944円，一天気

3，404円 となる．また，運営費は，1，160万円を会員数

3，792名で割ると，会員1名当たり3，060円とな：る．

　一方，現在の会費は，A会員3，500円，B会員7，000

円なので，学会の運営を維持するための不足額はつぎの

ようになる．

　A会員：3，404円＋3，060円一3，500円二2，964円

　B会員：3，404円＋2，944円＋3，060円一7，000円＝

　　　　　2，408円

　したがって）会費の値上げを行なわないとすると，不

足額の合計は1，041万円となる．

　以上の予定を補う財源として，賛助会費，図書販売収

益金，雑収入の計692万円があげられる．この不足財源

を投入しても，1なおかつ349方円が不足することになる．

　そこでジ不足額を両会員の不足額の合計に比例して分

割し，会員数で除すと，不足額は，A会費994円，B会

費807円となる．以上のような計算を基にすると，・A・

B会費の値上げは，1，000円が適当と偲うが，その一部

は繰越金で賄い，A・B会費はともに500円位値上げし

たい．なお，学生および外国会員の値上げについては，

A・B会員の値上率を考慮して，前述第5項のようにし

た．

　以上53年度の予算案の内容のあら筋を記したが，以上

の案は5月の総会においで可決する必要がある．

　また，現在は概算の段階だが，本年度における繰越金

は前納会費のほかに790万円となる見込みで，会費の値

上げに異論のある会員もあると思うが，将来の運営も考

えて，あえて会費の値上げ案を作成した次第である．な

お，学会の財政，来年度の見通しなどに関し，御意見の

ある会員は下記担当役員に御連絡下さい．

　担当理事

　　杉本　豊，立平良三

　　東京都千代田区大手町1」3－4一気象庁予報課
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